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初めに 

このドキュメントでは Armonia Plusで作成したスピーカープロファイル(.spk3)を、ソフトウェア上で使用できるようにする方法を記

述しています。 

 

スピーカープロファイル(.spk3)について 

スピーカープロファイルとは、Armonia Plusで使用するスピーカーの描写や Speaker Eq及びWays(EQ, Limiter等)の設定が

保存されているファイルを示します。 

 

スピーカープロファイルは自身で作成したものも含め、他者が作成したファイルであってもパソコンの指定されたフォルダに格納するこ

とで、ワークスペースへの配置などで使用することが可能となります。 

 

 

■パソコンの指定フォルダへの保存 

スピーカープロファイルはパソコンの指定フォルダに格納されています。 

他者が作成したファイルについても、以下のフォルダにコピーすることで自身の Armonia Plusで使用が可能になります。 

 

C:\Users\Public\Documents\Powersoft\ArmoniaPlus\SpeakersLibrary 

 

ファイル格納後、Armonia Plusの再起動を実施してください。 
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■Armonia Plus上での保存方法 

※詳しいスピーカープロファイルの構築については別紙『Armonia Plusアプリケーションノート』をご参照ください。  

 

Armonia Plusから指定されたフォルダにアクセスするには以下の手順に従い作業を行ってください。 

 

❶ソフトの起動 

デスクトップ上に配置されたショートカットアイコンをダブルクリックすると、ソフトウェアが立ち上がります。 

 

起動するとユーザー登録を促す画面が立ち上がる可能性がりますが、右上 X印で閉じていただいて問題ありません。 

画面を閉じるとシステムファイルの呼び出し画面へ移動します。 

デフォルト状態で立ち上げる時や該当ファイルがない場合は、“OK”か新規プロジェクトをダブルクリックしてください。 

 

図 1 – プロジェクトの選択 

 

❷システム構築画面への移行 

ArmoniaPlusのワークスペース画面が立ち上がります。 

 

図 2 – ワークスペース（ショートカットキー [F1]） 
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❸仮想アンプの追加 

画面左下の“デザイン”>“機器の追加”をクリックし、上部のアンプアイコンから任意のアンプを配置します。 

※現行のアンプ（X-DSPシリーズ）を選択してください。 

 

図 3 - 仮想アンプの配置 

 

❹DSPへのアクセス 

アンプの配置ができたら“機器の追加”の左にある矢印を選択し、アンプをダブルクリックしてDSP画面にアクセスします。 

 

図 4 ‐ 矢印機能 

 

❺スピーカーコンフィグ画面への移行 

DSP画面に移行したら、画面左のアイコンからスピーカーコンフィグ画面に移動します。 

 

図 5 ‐ スピーカーコンフィグ画面 
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❻指定フォルダの表示 

画面中央の“ユーザープリセットを参照”をクリックすると、パソコンの指定フォルダが表示されます。 

 

図 6 ‐ 指定フォルダへのアクセス 

 

指定フォルダ(C:\Users\Public\Documents\Powersoft\ArmoniaPlus\SpeakersLibrary)が表示され

たら、スピーカープロファイルを格納し、リフレッシュボタンでリストを更新してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当製品に関してご質問などございましたら、以下までお気軽にお問い合わせください｡ 

受付時間：午前10時〜午後6時（土曜･日曜･祝日､年末年始を除く） 

 

【お問い合わせ先】 

株式会社オーディオブレインズ 

〒216-0034 神奈川県川崎市宮前区梶ヶ谷3-1  

TEL：044-888-6761 

URL：https://audiobrains.com/ 
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